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報告事項１　令和４年度　事業報告

〇令和４年度重点方針５項目の概要

Ⅰ　全世代を対象とした地域における看護力の強化と連携
　子ども・子育て世代、障がい者、高齢者など全世代を対象として、地域における看護力
の強化と連携に取り組むこととしている。
　令和 4年度においては、在宅ケア推進委員会と各職能委員会が合同で、地域包括ケアシ
ステムの推進に向けた連携強化のためそれぞれの専門領域の役割や活動について情報共有
を行い、連携上の課題と課題解決に向けた取り組みについての話し合いを行った。今後も
継続して情報共有・意見交換の場を持つとともに、在宅ケアの現状把握を進めて看護機能
の強化を図っていく。
　在宅療養支援のための看護職連携推進研修事業では、コロナ禍ではあったものの全圏域
で取組みを進め、圏域ごとの課題に即した検討会や研修会を開催した。多職種での研修会
や事例検討会、各領域の看護管理者の検討会、訪問看護ステーション等の見学実習など、
活動内容も広がりをみせ、看看連携、多職種連携がさらに深められた。

Ⅱ　看護職の就業と定着の促進
　本県では、地域や就業場所による看護職の偏在があること、コロナ禍において看護職の
需要がさらに高まっていることなどから、看護職の確保は継続した課題である。
　令和 4年度は、ナースセンターの人員体制を整え、新型コロナウイルス感染症対応事業
として、「看護職員離職防止相談事業」「潜在看護職研修事業」に取り組み、看護職員の離
職防止や潜在看護職の技術演習、就業支援に重点的に取組んだ。また、ナースセンター事
業の充実を図り、ハローワークとの連携を進めて合同就職説明会の開催地域を広げた。そ
れらにより、多くの潜在看護職を就業に繋げることができた。
　さらに働き続けられる職場づくりの啓発・支援として「ヘルシーワークプレイス（健康
で安全な職場）研修会」を拡充し開催した。

Ⅲ　看護の質の向上とキャリア形成の促進
　本協会では、「看護職が看護専門職として、主体的に知識・技術・態度を習得し、看護実
践能力の向上を図り、多様化する社会のヘルスニーズに柔軟に対応できるよう支援する」
ことを教育目的に掲げ教育研修を実施している。
　令和 4年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、延期した研修はあったが、中
止した研修はなかった。長期研修や一般教育研修などは、状況に応じてオンライン研修や
ハイブリッド研修に切り替えるなど柔軟に対応した。集合研修においては、感染対策に十
分配慮して実施することで、安心で、満足度の高い研修を行うことができた。一般教育研
修については、前年度より開催回数、受講者とも増加した。

Ⅳ　組織力の強化
　組織力強化の広報活動として、入会促進に向け、看護師等学校養成所への訪問を重点的
に実施した。
　入会案内とともに、看護の日キャラクター「かんごちゃん」グッズを作成し、卒業記念
品として贈呈した。また、非会員施設への訪問等も行い、会員の確保に努めた。
　また、常務理事会において、ICTを活用した会員にとって有益で利便性が高く事務効率
も図れる方策について調査・検討を行った。会員施設の ICT環境に関する調査においては、
職場に個人で使えるインターネット環境が整っている施設が大半であることがわかった。
また方策としては、研修管理システムの導入について検討を進めた。

Ⅴ　地域における健康危機管理体制の強化
　大規模災害発生時の対応体制の強化として、災害支援ナースの育成研修を開催し、実務
編ではコロナ禍における災害支援についても深めた。
　新型コロナウイルス感染症への対応体制の整備としては、県行政や日本看護協会と連携
し、感染拡大時の看護職員の広域派遣調整の体制を整えた。また、各種研修会の実施、マ
ネジメント専門員の配置、看護職員の不足状況の調査、派遣可能な看護職員のマッチング、
宿泊療養施設における職員等の総合調整、自宅療養者の健康観察業務等、感染拡大状況に
合わせ地域のニーズに沿った事業を展開した。



― 14 ―

1）看護教育に関する事項
⑴一般教育研修の実施

⑵認定看護管理者研修の実施
　

⑶新人看護職員研修事業
　（山口県委託）�

⑷助産実践能力向上事業
　新人助産師研修
　助産師研修
　（山口県委託）

①看護実践能力養成研修会　28コマ29日　総受講者　1,701人

①認定看護管理者教育課程ファーストレベル　
　105時間　19日間　（R4.10.22～ R4.12.17）　修了者　76人
②認定看護管理者教育課程セカンドレベル　
　180時間　32日間　（R4.4.21～ R4.9.10）　修了者　34人
③フォローアップ研修（セカンドレベル・ファーストレベル）
　セカンドレベル　　R5.3.11　参加者　25人
　ファーストレベル　R4.7.7�　参加者　42人

①検討会　　2回
　第1回　R4.5.18　出席者　11人
　第2回　R4.12.7　出席者　12人
②研修責任者研修　受講者　20人
　4日間　（R4.9.3、9.24、10.6、10.7）　
③教育担当者研修　受講者　36人　
　6日間　（R4.9.3、9.16、9.18、9.30、10.13、10.14）
④実地指導者研修　受講者　55人
　5日間　（R4.7.6、8.9、8.10、8.25、9.1）

①新人助産師研修　受講者16人
　6日間　（R4.7.30、8.20、10.29、12.17　R5.1.14、2.18）　
　CLoPMiPレベルⅢ認証研修の公開講座として4科目実施
　受講者　R4.7.30　11人　　8.20　10人　　12.17　18人　　R5.1.14　28人
②助産実践能力向上研修
　1回目　R4.6.25（助産師職能集会と合同開催）　受講者　9人
　2回目～4回目はCLoPMiPレベルⅢ認証研修とした。
　2回目　R4.11.19　受講者　22人
　3回目　R5.1.14�　受講者　28人

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

1　看護教育及び学会等学術振興に関する事業
（公益事業）

事業報告は、定款第４条の８つの事業に沿って掲載
　１　看護教育及び学会等学術振興に関する事業
　２　看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業
　３　看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善への提言に関する事業
　４　�地域ケアサービスの実施及び促進並びに公衆衛生の普及指導等による人々の健康及び福祉の増進に

関する事業
　５　公益社団法人日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業
　６　施設の貸与に関する事業
　７　会員の福祉及び相互扶助に関する事業
　８　その他本会の目標を達成するために必要な事業

　※�新型コロナウイルス感染拡大への対策として、計画をしていた研修会等で中止となったものについて
は、主な事業内容に中止と記載した。
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⑸実習指導強化推進事業
　（山口県委託）�

⑹�看護職員認知症対応能力向上
研修（山口県委託）

⑺JNA収録DVD研修
　（日本看護協会委託）

⑻その他研修

⑼委員会

⑽日本看護協会との連携

2）医療安全推進事業
⑴�医療安全管理者の養成および
実践能力向上のための研修

　4回目　R5.3.11�　受講者15人

①検討会　2回
　第1回　R4.5.13�　出席者　14人
　第2回　R4.11.16　出席者　13人
②実習指導者養成講習会　　　　　　　　
　32日間（R4.8.10～ R4.10.19）　受講者38人
③実習指導者と看護教員の相互研修
　相互研修Ⅰ　1日目　R4.8.20　　出席者　22人
　　　　　　　2日目　R4.8.21　　出席者　20人
　相互研修Ⅱ　R4.9.29　　出席者　29人
④実習指導アドバイザー派遣
　3回　（R4.10.26、11.22、R5.1.24）

①検討会3回、打合せ会2回
　第1回検討会・打合せ会　R4.6.8
　第2回検討会・打合せ会　R4.10.14�
　第3回検討会　　　　　　R5.1.27
②看護職員認知症対応能力向上研修　　
　前期　R4.7.16、7.22、8.3（3日間）�　受講者58人、修了者47人
　後期　R4.11.19、25、12.2（3日間）　受講者49人、修了者44人

①認知症高齢者の看護実践に必要な知識　
　R4.6.3～4　� �　2日間　　受講者70人　修了者68人
　R4.6.10～11� �　2日間　　受講者69人　修了者67人
　R4.9.16～17� �　2日間　　受講者39人　修了者35人
　R4.9.30～10.1　2日間　　受講者43人　修了者43人
②災害支援ナースの第一歩　～災害看護の基本的知識～
　7.8～9　　2日間　　受講者40人　修了者39人

①看護補助者の活用推進のための看護管理者研修　　2回
　第1回　R4.7.14　　受講者　70人
　第2回　R4.9.27　　受講者　70人

①教育委員会　9回
　第1回R4.5.24　第2回R4.7.12　第3回R4.8.23　第4回R4.9.29
　第5回R4.9.29　第6回R4.11.15　第7回R4.12.21　第8回R5.1.24
　第9回R5.3.16

①認定看護管理者教育運営委員会　4回
　第1回R4.6.9　第2回R4.8.4　第3回R4.10.6　第4回R5.2.8
　全国看護基礎教育担当者会議　R4.11.30

①医療安全管理者養成研修（7日間45時間の研修）
　R4.9.14～11.29　受講者　50人　修了者　45人
　医療安全管理者養成研修フォローアップ研修　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R5.3.10　36人
②医療安全管理者スキルアップ研修　　　R5.2.10　44人

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容
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�

⑵医療安全推進事業

⑶�医療安全管理体制の構築・充
実

⑷�看護職賠償責任保険の加入促
進

⑸委員会

⑹日本看護協会との連携

3）学会等学術集会に関する事業
⑴山口県看護研究学会開催

⑵委員会

⑶日本看護協会との連携

4）図書室運営に関する事業
⑴図書の閲覧・貸出

①医療看護安全啓発
　医療安全情報きらめき掲載
　医療事故調査制度等施設、管理者への情報提供

①�圏域の医療安全にかかわる看護職のネットワークの構築に向けた取り組み
の支援。圏域代表との意見、情報交換　1回　R4.8.30
②医療安全管理者情報交換会の開催　1回　R4.8.5　参加者　19人

①看護職賠償責任保険制度のPR
　・入会案内とともに送付
　・講習会・研修会時に周知を図る
　・実習を伴う講習会受講者への加入促進
②看護職賠償責任保険制度サービス推進室の利用推進

①医療安全推進委員会　7回
　第1回R4.4.21　第2回R4.6.9　第3回R4.7.7　第4回R4.8.30
　第5回R4.10.7　第6回12.9　第7回R5.2.22　内第4回R4.8.30
　は圏域代表を招聘しての会議

①都道府県看護協会医療安全推進会議　　　　　　　　　開催なし
②医療事故調査制度等医療安全に係る研修会への参加　　開催なし

①第22回山口県看護研究学会　R5.3.4
　テーマ：「ともに、再び歩きだそう」
　対面による口演発表　8題　一般参加者　会員　75人

①学会委員会　7回
　第1回R4.4.16　第2回R4.7.30　第3回R4.10.29　第4回R4.12.6
　第5回R4.12.17　第6回R5.1.19　第7回R5.2.14�

①日本看護学会運営会議　1回
②日本看護協会及び都道府県看護協会に抄録集の送付

①蔵書管理
　雑誌・書籍等受入
　定期購読雑誌・学会誌（20タイトル）：197冊
　書籍：77冊　　冊子：36冊　　ビデオ・DVD：1本
②図書貸出
　書籍・ビデオ・DVD貸出：194件
③文献検索・複写サービス（最新看護索引Web機関版・医学中央雑誌）
　山口県看護研究学会論文集・集録・抄録集の文献複写依頼：2件
　医学中央雑誌へ文献複写依頼：10件
　本協会図書室所蔵の文献複写：0件
④図書室利用者：159人
　岩国：10人　　柳井：5人　　周南：48人　　防府：25人　　山口：31人
　宇部：9人　　小野田：8人　　長門：1人　　萩：4人　　下関：7人
　会員外（非会員・学生）：11人
　

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容
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⑵日本看護協会との連携 ①譲渡図書の受入
　雑誌：15冊
②最新看護索引Web機関版の利用
③都道府県看護協会図書室担当者研修（オンライン開催）
　R4.7.21　出席者：1人

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

ナースセンター運営協議会　R.5.2.7　出席者14人

①第6次NCCS�（ナースセンター・コンピュータ・システム）の運用
　・求人・求職相談件数　R4.4～ R5.2

求人 求職者 合計
795 2,721 3,516

・求人・求職・就職者数　R4.4～ R5.2
求人 求職者 就職者 就職率 求人倍率
3,675 1,570 165 10.5％ 2.34%

②ナースセンター・ハローワーク連携事業
　連携事業連絡調整会議　
　第1回　R4.7.13　出席者12人
　第2回　R5.2.7�　出席者11人
③広報
　�ナースセンターだよりの発行、山口県ホームページ、本協会ホームページ、
フリーペーパー等

①再就業支援研修（病院・訪問看護ステーションにおける研修）
　開催時期　R4.5～ R5.3　随時開催
　研修協力施設　22施設
　研修期間　3～5日間
　受講者7人のうち就業者4人（就業率　57％）
・地域別研修受講状況

地域 岩国 防府 山口 宇部 長門 下関 合計
人数 1 1 1 2 1 1 7

・資格別研修受講状況
資格 保健師 助産師 看護師 准看護師 合計
人数 1 0 5 1 7

②未就業看護職対象教育研修（集合研修）　3回
　　1回目　R4.6.22　参加者1人
　　2回目　R4.11.8　参加者3人
　　3回目　R4.12.7　参加者5人
③調整会議　　R5.1.25　出席者25人（会場6人、オンライン19人）
④広報

1）ナースセンター事業
⑴ナースセンター運営協議会
　（山口県委託）

⑵無料職業紹介　
　（山口県委託）

⑶再チャレンジ研修　
　（山口県委託）

２　看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業
（公益事業）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①再就業コーディネーターよるハローワーク出張相談、就業支援
　ハローワーク別出張相談状況　R4.5～ R.5.3
地域 岩国 徳山 防府 山口 宇部 萩 下関 合計
回数 11 11 11 11 11 11 11 77
件数 10 � 9 � 3 28 14 � 5 12 81

②再チャレンジ研修希望者に対する研修調整
　再就業にあたり必要な専門相談の実施
③臨床心理士による専門相談　第4火曜日　　　　
　相談実件数1件　相談延べ件数11件
④調整会議　
　第1回　R4.4.26　　第2回　R5.3.9
⑤就業支援サポーターとの合同会議　R4.10.27
⑥広報
　ホームページへの掲載
　�チラシを作成し、各病院、県内ハローワーク、行政機関、図書館、相談者
へ配布

①サテライトでの相談、就業支援　R4.5～ R.5.3
地域 岩国・柳井 周南 山口 宇部 萩・長門 下関 合計
回数 11 11 11 11 11 11 66
件数 � 1 � 3 16 10 � 3 � 3 36

②サテライトからの施設・学校訪問件数　　54件
③調整会議　2回　（R4.4.26、R5.3.9）
④再就業コーディネーターとの合同会議　R4.10.27
⑤広報
　ホームページへの掲載
　�チラシを作成し、各病院、県内ハローワーク、行政機関、図書館、相談者
へ配布

①看護師等就業協力員研修会の開催
　R4.6.22　参加者21人（会場8人、オンライン13人）
②就業協力員の活動として学校訪問への支援

①器材の貸出
　・貸出対象　看護職員を配置する施設
　・貸出器材　8種
　貸出件数R4.4～ R5.3

器材名 件数
万能型成人実習モデル �1
呼吸音聴取シミュレーター �3
吸引シミュレーター �2
採血・静脈シミュレーター 11
装着式採血静脈練習キット �1
上腕部筋肉・皮下注射シミュレーター �4
導尿・浣腸シミュレーター男性 �5
導尿・浣腸シミュレーター女性 �6

合計 33
②個人の技術演習
　毎月第1金曜日、第4火曜日に実施

⑷�再就業コーディネーターの配
置
　（山口県委託）

⑸就業支援サポーターの配置
　（山口県委託）　　

⑹看護師等就業協力員の育成
　（山口県委託）

⑺演習器材の貸出　
　（山口県委託）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

　演習内容別参加状況　R4.5～ R5.3
内容 採血・点滴 吸引 合計
人数 26 4 30

③広報
　�本協会ホームページ、山口県ナースセンターリーフレットに掲載し、相談
者、研修参加者に配布

①届け出について病院との連携体制の整備・強化
　施設訪問　46件に対し「とどけるん」の説明
②届出制度の広報・広告　
　�届出者に対して、eナースセンターパンフレット、山口県ナースセンター
のリーフレット、サテライト相談予定日パンフレット、ハローワーク相談
予定日パンフレット送付
③届出者の状況　R4.4～ R5.3

項　　　目 人　数
届け出数 306
電話対応者数 168
復職意向あり �91
eナース登録者 �12

①再就業支援相談会の開催（ハローワークと共催）
宇部会場 岩国会場 周南会場 山口会場 下関会場

開催日 R4.11.4 R4.11.8 R4.11.10 R4.11.11 R4.11.15

場所 宇部市文化
会館　　　

ハローワー
ク岩国　　

周南市文化
会館　　　

パルトピア
やまぐち　

海峡メッセ
下関　　　

参加施設数 16施設 4施設 6施設 6施設 23施設
参加求職者数 40人 11人 16人 22人 58人
うち就業者数 �4人 � 1人 � 0人 � 3人 10人

②看護職再就業支援相談会のあり方検討会（ハローワーク連携事業も兼ねる）
　2回
　第1回　R4.7.13　出席者12人
　第2回　R5.2.7�　出席者11人

①職業紹介責任者講習（全国民紹協）
　R5.1.27　受講者1人　R5.2.13　受講者1人
②山口県看護職員確保対策協議会（県）

①都道府県ナースセンター事業担当者会議（オンライン会議）
　R4.5.20　出席者1人
②都道府県ナースセンター相談員研修（オンライン開催）
　R4.8.26　出席者3人
③2023年度地域に必要な看護職確保推進事業について��
　R5.2.1　　出席者9人

看護業務の紹介や看護職員となるための方法などのリーフレットを作成し、
県内中学校や高等学校、関係機関に配布
①作成80,000枚

（8）�離職者・未就業者届出サポ
ート

　（山口県委託）

⑼看護職員再就業支援相談会
　（山口県委託）

⑽会議等への出席

⑾日本看護協会との連携

2）プレナース発掘事業
⑴�看護PRリーフレットの作成・
配布（山口県委託）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

②配布
配布先 配布枚数

県内の中学校（149校）・高等学校（93校） 69,460
県内各病院、県医師会、郡市医師会、看護師等
学校、県および市町等の関係機関 10,540

内容：施設見学、模擬看護体験、看護職員との交流
協力病院：34施設
開催時期：夏休み中
参加者：中学生44人、高校生46人

①看護の魅力発見開催状況（人数）
光地域 山口地域

協力病院 光市立光総合病院 済生会山口地域ケアセンター
開催日 R4.10.22 R4.10.29
場所 あいぱーく光 山口県健康づくりセンター
小学生 55 42
中学生 �7 � 9
高校生 �3 � 6
その他 62 71

　ミニナース体験、看護の進路相談などを実施
②実行委員会の開催　2回
　第1回R4.8.3　第2回R4.12.16

看護師等就業協力員による中学校訪問の実施
地　　　　域 訪問校数

岩国 �5
柳井 �2
周南 � 2

防府・山口 �4
宇部・山陽小野田 �4

長門 �2
萩 � 4
下関 � 2
合　計 25

①労働環境支援委員会　4回
　（R4.7.5、R4.10.6、R4.12.15、R5.2.10）
②看護職員就労定着支援事業
　・ヘルシーワークプレイス研修会①　対象：看護管理者・事務長
　　R4.9.29（木）　受講者24人（看護職15人、事務職9人）
　・ヘルシーワークプレイス研修会②　対象：中間管理職
　　R4.9.8（木）9.9（金）　受講者30人
　・セカンドキャリア支援研修会　
　　R4.12.22（木）　受講者14人
　・「セカンドキャリア人材バンク」の設置
　　R4年度登録者　6人
　　マッチング実績　イベント支援1件

⑵1日ナース体験　
　（山口県委託）

⑶看護の魅力発見
　（山口県委託）

（4）看護職員の学校訪問
　（山口県委託）

3）�働き続けられる職場づくり推
進事業　
⑴拡�働き続けられる職場づくり
の啓発・支援
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①看護労働担当者会議　R4.5.19
②研修　「看護職の処遇改善をすすめよう！」　R5.1.7　受講者　50人
　　　　「看護職員の賃金見直しに関する勉強会」　R5.2.15
　　　　受講者33人（看護職21人、事務職12人）
③�令和4年度厚生労働科学研究「潜在看護職の復職支援に関する実態調査」協
力チラシ配布　311施設
④看護職員の処遇改善に向けたリーフレット配布　311施設

①�医療勤務環境改善支援センターからの依頼を受け、支援対象機関に働き方
等に関するアドバイザーを派遣
　・派遣件数　0件

①宿泊療養施設等のマネジメント専門員の配置
　・宿泊療養者数に応じた看護職員の確保
　・宿泊療養施設訪問
　　　A施設　　49回　　B施設　　102回
　・B施設　マニュアル等の整備
　　　�強化型患者対応、食中毒予防、災害時緊急避難患者対応、環境整備、

治療薬等についてのマニュアル整備
　　　PPE着脱動画の作成
　・運営会議等への参加　
　　　A施設　　2回　　B施設　　9回
②看護職員紹介マネジメント専門員の設置
③潜在看護師掘り起こし及び求人施設のマッチング
　潜在看護師スキルアップ研修受講生32人に緊急時の求人に対する呼びかけ
　新型コロナウイルス就業協力者の登録及びリスト作成　　56人
④現状調査
　�139病院の看護管理者を対象に新型コロナウイルス感染症拡大に伴う現状
調査
　調査期間：R4.7.1～7.15　回答率68.3％
⑤新型コロナウイルス感染症拡大に対応する看護職員の派遣調整
　調整の内訳　派遣病院：5施設　延べ23施設　派遣看護師数：23人
　派遣日数　合計137日
⑥新型コロナウイルス感染症に関する研修の実施
　・感染対策の役割を担う看護職研修会
　　R.4.12.21　参加者：88人�　
　・感染管理認定看護師スキルアップ研修
　　R4.11.29　参加者：15人
⑦新型コロナウイルス感染症クラスター施設支援マニュアルの作成
　

①メンタルサポート専門員の配置
②メンタルサポートに関するニーズ調査
　139病院の看護管理者を対象にメンタルサポートに関する現状調査
　調査期間：R4.7.1～7.15　回答率68.3％
③メンタルヘルス相談　（ストレスコーチング）
　R4.4～ R5.3　毎月第1土曜日、第3木曜日
　対面およびオンラインによるリモート面接

⑵日本看護協会との連携

⑶�医療勤務環境改善に関するア
ドバイザー派遣業務
　（山口県委託）

4）�新型コロナウイルス対応看護
職員緊急確保事業
　（山口県委託）

5）�新型コロナウイルス感染症対
応事業
⑴�看護職員メンタルサポート事
業
　（山口県委託）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

　相談実人数：8人　延べ人数：18人
④研修会　職能、職位別研修会の開催
　・保健師職能：保健師交流会　R4.6.25　参加者：34人
　・助産師職能：新人助産師研修会　R4.7.30　参加者：16人
　・看護管理者：看護管理者メンタルヘルス研修　R5.1.26　参加者：48人
⑤出張による個別相談会及び院内研修
　R4.10月～ R5.1月　山口県内10病院と2行政機関
　参加者：看護職　209人（看護管理者75人　スタッフ134人）
　　　　　�看護職以外　109人（医師、介護福祉士、管理栄養士、診療放射線

技師、臨床工学技士、理学療法士、作業療法士、事務職等）
⑥�ストレスコーチング相談周知のためのチラシ、カードを作成するとともに
ホームページへ掲載
　チラシ　3000枚　カード　8000枚

①潜在看護師の積極的な掘り起こし
　R3～4年度届出者およびeナース登録者へチラシ配布　1000枚
　R4年度サテライト相談者、ハローワーク相談者へ手渡し　50枚
　各ハローワークへチラシ送付　100枚
　潜在看護職スキルアップ研修参加者へチラシ配布　50枚
②潜在看護師の不安解消のための実技セミナー
　R4.6月～9月（毎月第1第3水曜日　14：00～16：00）実施

月 6月 7月 8月 9月 合計
参加者 3 0 1 3 7

③潜在看護師と集団接種会場とのマッチング
　0件

①応援派遣元の県協会としての派遣調整
　・人材調整に必要なニーズの把握
　・応援派遣者の所属機関（医療機関）への派遣調整
　・潜在看護師等の臨時的な雇用による派遣調整
　・潜在看護師等への臨時的雇用求人の説明及び連絡リスト　
　　　7月30人　9月32人
　・看護管理者会議　R4.7.21（木）　参加者52人
　・広域人材調整事業における応援派遣窓口依頼
　　　139病院中85病院窓口担当者設置
②派遣要請県の看護協会としての派遣調整
　・応援派遣元の県協会との派遣調整
　・応援派遣先との総合的な派遣調整

①新型コロナウイルス感染症に対する看護職への研修支援
　・潜在看護職へのスキルアップ研修会の実施
　・研修広報用チラシを未就業者に1000枚配布
　・研修用備品購入　ミスターラングⅡ
　・研修用シミュレーター（シナリオ）1年間レンタル
　・7月・9月・11月・2月に各1クール研修実施�（1クール：4回/月）
　　スキルアップ研修受講者延べ人数R4.7～ R5.2

月 7月 9月 11月 2月 合計（人）
受講者数 30 32 19 21 102

⑵�新型コロナウイルスワクチン
接種に従事する潜在看護師確
保事業

⑶�新�新型コロナウイルス感染症
対応看護職員等人材調整事
業

　　広域人材調整事業
　　（日看協委託）

⑷�新�新型コロナウイルス感染症
対応潜在看護職研修事業

　　（日看協委託）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①新型コロナウイルス感染症の影響による看護職員の離職防止策への支援
　・看護職員の新型コロナにおける離職防止のための相談窓口の設置　
　　相談用特設電話設置、ホームページに専用窓口設置
　　相談件数R4.4～ R5.3

方法 電話 メール 来所（サテライ
ト含む） 合計（件）

件数 3 2 46 51
　・相談窓口のPR（チラシ作成・ホームページ作成）
　　�新型コロナ感染症重点病院、協力病院、看護協会会員施設・非会員施設

等にチラシ1000枚配布
　　メール専用相談窓口をホームページに作成

①新型コロナウイルス感染症自宅療養者健康観察　4月～10月4日
　山口県における全健康福祉センターにおける健康観察支援　

⑸�新�新型コロナウイルス感染症
対応看護職員離職防止相談
事業

　　（日看協委託）

⑹�自宅療養における健康管理実
施に関する協定

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①保健師職能委員会　　　　　10回
　第1回R4.4.9　第2回R4.5.7　第3回R4.6.25　第4回R4.8.20
　第5回R4.9.10　第6回R4.10.29　第7回R4.12.17　第8回R5.1.14
　第9回R5.2.4　第10回R5.3.18
②支部職能委員との合同会議　�2回　（R4.11.5、R5.318）
③全国職能委員長会　　　　　�1回
④地区別保健師職能委員長会　�1回
�
①保健師職能集会の開催　R4.6.25
②保健師職能交流会の開催　R4.11.5
③支部連携として合同会議の開催
④ひたむきな保健師取材、会報きらめき　掲載　3回
⑤ホームページ、会報・チラシによる情報発信

①研修会・交流会の実施
②一般教育研修計画への参画
③日本看護協会実施の研修会受講

①保健師職能集会や交流会の開催
　R4.6.25　職能集会　34人
②保健師活動啓発リーフレットの改訂、会員勧誘チラシ改訂版の活用
③ホームページ、会報による情報発信

①助産師職能委員会　　　　　6回
　第1回R4.5.12　第2回R4.7.8　第3回R4.9.2　第4回R4.10.14
　第5回R4.12.9　第6回R5.2.16
②支部職能委員との合同会議　2回（10月、2月）

1）�看護業務の質の向上に関する
事業
⑴保健師職能委員会

ア �保健師の連携強化及びネッ
トワークの構築

イ �保健師の専門性を発揮する
ための資質向上の推進

ウ �活動の啓発および会員増加
の推進

⑵助産師職能委員会

３　看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善への提言に関する事業
（公益事業）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

③全国職能委員長会　　　　　1回
④地区別助産師職能委員長会　1回

①職能委員会・支部職能委員長合同会議を活用し情報収集、課題の抽出
②中四国ブロックの職能委員長会議を活用し情報収集・共有、県の現状報告

①新人助産師研修の企画・運営・評価
②助産実践能力向上研修（中堅助産師研修）の企画・運営・評価
③CLoCMiPレベルⅢの導入・活用推進　　
　CLoCMiPレベルⅢ認証研修の企画および実施

院内助産システムの推進に向け委員会、支部合同会議でガイドラインの周知。
アドバンス助産師を目指し、助産師出向システムの活用を推進。

①支部助産師職能委員合同会議等を活用した情報交換、情報共有を実施

①イベントでの助産師の普及活動
　・看護の日・国際助産師の日、いいお産の日
　　ポスター掲示等による周知活動
②ホームページ等へ記事投稿

①�在宅ケア推進委員会において、4職能委員会と地域包括ケアシステムにつ
いての情報共有と課題の検討

①看護師職能委員会Ⅰ　　　　　　　　　　9回
　第1回R4.5.19　第2回R4.7.14　第3回R4.8.19　第4回R4.9.21
　第5回R4.10.20　第6回R4.11.24　第7回R4.12.5　第8回R5.2.16
　第9回R5.3.22
②看護師職能委員会Ⅱとの合同会議（5回）
③全国職能委員長会（看護師職能Ⅰ・Ⅱ）　　1回
④地区別看護師職能委員長会　　　　　　　1回

①クリニカルラダーの活用、普及・推進に向けた活動
　・ラダー活用のアンケート調査を実施
　・�JNAクリニカルラダー活用の現状の調査結果の報告と導入2施設の現状

報告および情報共有目的として研修会を開催

①在宅ケア推進委員会及び4職能委員会の連携強化
　�それぞれの専門領域の役割や活動について理解を深め、連携上の課題抽出、
課題解決に向けた取り組み
②看護師職能委員会Ⅱとの連携強化
　合同会議の開催による情報交換、情報共有

①支部活動の理解と把握及び情報共有
②地区別看護師職能Ⅰ委員長会の課題について意見集約

①看護師職能研修会　JNAクリニカルラダーに向けての人材育成研修
　1回（R5.2.16開催）　参加者46人
②会報「きらめき」、ホームページによる情報発信

ア �周産期医療の現状と課題の
把握

イ 助産実践能力向上研修

ウ �院内助産システムの推進と
助産師出向システムの活用

エ 災害時の対応

オ 広報活動

カ 4職能委員会の連携強化

⑶看護師職能委員会Ⅰ

ア 看護実践能力の向上

イ �地域包括ケアシステムの推
進に向けた、地域における
看護力の連携と強化

ウ �支部看護師職能Ⅰ委員との
連携強化

エ 広報活動・会員増加の推進
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①全国看護師職能Ⅰ委員長会議　1回
②地区別看護師職能Ⅰ委員長会議　1回

①看護師職能委員会Ⅱ　　　　　　　　　　8回
　第1回R4.5.19　第2回R4.7.14　第3回R4.9.21　第4回R4.10.20
　第5回R4.11.24　第6回R4.12.15　第7回R5.2.16　第8回R5.3.18
②看護師職能委員会Ⅰとの合同会議（5回）
③全国職能委員長会（看護師職能Ⅰ・Ⅱ）　　1回
④地区別看護師職能委員長会　　　　　　　1回

①介護施設等職員の医療的知識習得研修（認定看護師出前講座）の開催　
　県内14施設で開催（R4.9月～ R5.3月）

①看護師職能Ⅱ交流会開催（1回）　　R3.3.18実施　参加者19人

①地域包括ケアシステム構築に向けた連携推進
　�4職能それぞれの専門領域の役割や活動について理解を深め、連携上の課
題を抽出し、情報共有を図る
②看護師職能委員会Ⅰとの連携

①支部活動の理解と把握及び情報共有
②地区別看護師職能Ⅰ委員会の課題等について意見集約

①看護師職能研修会　R5.2.16開催　
　JNAクリニカルラダーの推進に向けての人材育成研修　　参加者46人

①保健師職能集会　1回　R4.6.25実施　参加者41人
②助産師職能集会　1回　R4.6.25実施　参加者11人
③看護師職能集会　1回　R4.6.25実施　参加者20人　

①看護制度委員会　7回
　第1回R4.4.23　第2回R4.6.4　第3回R4.7.30　第4回R4.9.10
　第5回R4.11.8　第6回R4.12.3　第7回R5.2.17

①看護教育について看護職・看護教員との情報を共有し課題解決に取り組む
　�令和2年度に実施した看護教員へのアンケート結果をもとに課題を検討、
看護協会報等で書面報告
②准看護師の資質向上を図るとともに進学に向けての支援
　准看護師スキルアップ研修会の企画・実施
　R4.12.3　受講者15人
③看護専門領域の資格取得者との連携強化
　認定看護師の地域における活動の実態調査に向けての検討

①全国准看護師担当役員会議　　　開催なし

①会報「きらめき」への投稿、広報・活動報告

オ 日本看護協会との連携

⑷看護師職能委員会Ⅱ

ア �介護・福祉関係施設で働く
看護職の資質向上の推進

イ �介護・福祉関係施設・在宅
等領域で働く看護職の課題
発見・意見集約

ウ 4職能委員会の連携推進

エ �支部看護師職能委員Ⅱとの
連携強化

オ 広報活動・会員増加の推進

⑸職能集会

⑹看護制度委員会

ア 拡�看護制度の課題解決への
取り組み

イ 日本看護協会との連携

ウ 広報活動
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①助産師出向支援の実施
　意向調整結果より出向調整を行い、1事例の助産師出向を実施
　目的：研修出向　　期間：Ｒ5.2.13～Ｒ5.3.12
②助産師出向支援導入事業協議会の開催　2回
　第1回Ｒ4.9.15　　第2回Ｒ5.3.2
③助産師出向に関する調査の実施
　期間：R4.10.7～11.22　対象：山口県内分娩取り扱い施設28か所
　回答：20施設（回答率71.4％）
④助産師出向支援導入事業研修会の開催
　R4.12.17　　テーマ「産後のメンタルケルスケア」
　受講者　18人
⑤令和4年度島根県助産師出向支援事業報告会への参加
　Ｒ5.3.25　　参加者　2人

⑺助産師出向支援導入事業
　（山口県委託）

４　地域ケアサービスの実施及び促進並びに公衆衛生の普及指導等による人々の健康
　　及び福祉の増進に関する事業� （公益事業）

支部圏域の在宅療養支援に係る看護職の相互理解の推進・連携の強化を図る
上での課題を抽出し、課題解決のために必要な知識や技術の習得研修を企画
することを目的に、病院・施設の看護管理者、地域連携担当者、訪問看護事
業所管理者、地域包括支援センター保健師、行政保健師、居宅介護支援事業
所等の相談関係機関担当者等による検討会を設置
①検討会の開催���������　�
　岩国支部：2回　柳井支部：2回　周南支部：3回
　防府支部：3回　宇部・小野田支部：3回　長門支部：2回
　下関支部：3回
②研修会・交流会等の開催　　�
　岩国支部：1回　柳井支部：訪問看護ステーション等見学実習4回　
　周南支部：1回　防府支部：1回　長門支部：4回　萩支部：1回
　下関支部：1回

①在宅ケア推進委員会　5回
　第1回R4.5.20　第2回R4.9.6　第3回R4.11.11　第4回R4.12.17
　第5回R5.2.15　
　訪問看護師育成支援事業検討会との合同開催1回を含む

①現状調査結果をふまえた、取り組みの方向性を明確にするための検討
　・�職能委員会、在宅療養支援のための看護職連携推進研修事業等と連携し

た現状調査の作成、実施
　・�現状調査結果の集計、職能委員会等との情報交換をふまえた山口県の現

状分析により、具体的な課題の抽出、検討
②�職能委員会、常任委員会、在宅療養支援のための看護職連携推進研修事業
との情報提供、意見交換を目的とした会議の開催　� 1回

①訪問看護育成支援事業検討会との情報共有、会議の開催　� 1回

1）�地域連携における看護の機能
強化事業
⑴�在宅療養支援のための看護職
連携推進研修
　�（山口県委託事業　訪問看護
師実践事業を含む）

⑵在宅ケアの推進

ア �在宅ケアにおける看護の機
能強化につなげるための取
り組み

イ �在宅ケアにかかる看護の実

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

②山口県訪問看護推進協議会へ委員として出席� 　1回
③�情報提供、意見交換を目的とした4職能委員会、在宅療養支援のための看
護職連携推進研修検討会の委員長との会議の開催　� 1回

①訪問看護推進協議会　　　　1回　R5.3.16

①�訪問看護研修ステップ1（訪問看護人材養成基礎カリキュラムによる訪問看
護初任者研修）
　R4.5.19～12.15　　180時間　31日間　　受講者20人、修了者18人
　4科目の公開講座を実施
　8.4�　 感染管理　　受講者　9人
　9.1�　 フィジカルアセスメント　受講者13人
　10.1　 精神障がい者の看護　受講者11人
　11.10　エンドオブライフケア　受講者18人
②中堅者・管理者対象研修(訪問看護師スキルアップ研修)
　R4.11.26　受講者　　31人
　R5.1.21�　受講者　　14人
③訪問看護の未経験者、初任者に対して訪問看護入門研修の実施
　R5.2.9、2.16　
　訪問看護入門研修（訪問看護未経験者、訪問看護新任者対象）　
　受講者　実人数　42人　延べ人数　80人
　・訪問看護従事新任者　27人　・訪問看護未経験者　　15人
④訪問看護のクリニカルラダーの普及に向けての周知活動

①訪問看護研修ステップ1の公開講座および訪問看護の情報提供
　公開講座　4回実施

①訪問看護師等在宅療養を支援する看護職に向けた研修実施
　・在宅感染管理研修（1回目）　
　　訪問看護事業所での感染対策　R4.12.10　　受講者　　25人
　　施設等における感染症対応　　R4.12.10　　受講者　　19人
　・在宅感染管理研修（2回目）　
　　訪問看護事業所での感染対策　R5.1.13　　 受講者　　23人
　　施設等における感染症対応　　R5.1.13　　 受講者　　24人
②在宅療養者等向け感染管理啓発リーフレットの企画、作成、配布
　在宅療養者とその家族向け（利用者用）　　　　　　12,000枚印刷
　在宅療養者を支援する支援者向け（支援者用）　　　� �6000枚印刷
　訪問看護事業所、看護小規模多機能事業所等関係機関に送付

①山口県訪問看護ステーション協議会との連携、協力
②関係団体との連携協力

①経営目標に基づく安定した事業の実施
　・訪問看護ステーションについての周知活動
　・ケアマネージャーとの連携強化�
　・行政・医療機関・福祉施設との連携

践能力の向上および連携推
進

⑶訪問看護師育成支援事業
　（山口県委託）
ア 訪問看護活動の充実、推進

イ �訪問看護師の看護実践能力
の向上

ウ �看護職間の相互理解、連携
強化の取り組み

エ 新在宅感染管理研修事業
　 （山口県委託）

⑷�日本看護協会及び関係団体と
の連携

2）訪問看護の推進に関する事業
⑴訪問看護ステーションの運営
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

　・24時間対応体制と緊急時対応の充実
　　ほうふ：26件　とくぢ：22件　ひかり：48件
　・在宅看取り　
　　ほうふ：2件　とくぢ：2件　ひかり：4件　
　・訪問看護などに関する電話・来所相談への対応
　　ほうふ：2件　とくぢ：3件　ひかり：3件　
　・利用者の受診介助　
　　ほうふ：15件　とくぢ：0件　ひかり：25件　
　・介護保険事業の適正な運営
　・事業所の設備・機器・物品の管理
　・運営会議の開催　2回　R4.5.24　R4.12.20
②質の高い訪問看護サービスの提供　
　・訪問看護サミット2022への参加　2名
　・その他の研修参加　
　　ほうふ：25回　ひかり：10回　
　・サービス向上を目的とした課題の検討
　・介護者・家族へのサポート充実・強化
　・在宅サービス提供者との連携強化によるケアの拡充
　・利用者満足度調査（評価によるケアの向上）
　・サービスの質の自己評価
　・管理者会議の開催　10回
　・感染症予防（標準予防策の徹底）
③訪問看護に関わる関連団体との協力
　・看護学生などの実習受け入れ
　　ほうふ：18人　ひかり：8人　
　・関係団体との連絡調整・会議
　・市町村・社会福祉協議会・難病ネットワークなどへの参加
　・地域住民の在宅医療・介護に対する啓発
　・訪問看護振興財団他団体との連携
④広報活動
　・本協会ホームページ
　・地域行事参加　訪問看護PRチラシ配布

①各支部の「まちの保健室」担当者会議の開催�
②普及啓発グッズの配布
③関係機関との連携推進
④「まちの保健室」企業と連携
⑤健康フェアへの出展
※�商業施設等での実施はせず、各支部でワクチン接種会場やイベント会場等
でのリーフレット配布、健康に関する動画を作成・配信。

①各支部助産師職能活動支援（リーフレット作成、物品整備）

①相談窓口の設置　月曜日～金曜日
　相談件数：149件（がん相談：143件　　がん以外の相談：6件）
②他職種との連携による心理・療養生活・介護等の支援のための会議
　山口県がん診療連携協議会相談支援部会会議（オンライン会議）1回
　R4.7.7　2名参加

3）健康相談・啓発等の事業
⑴「まちの保健室」活動の実施

⑵「国際助産師の日」活動支援

⑶がん総合相談窓口の設置
　（山口県委託）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

③がん相談支援スキルアップ研修会参加
　第37回日本がん看護学会学術集会　R5.2.25～26　オンラインにて2名参加
④�相談窓口の積極的な利用の促進
　�新聞広告掲載20回　広告入りマスクを作製し山口市の新型コロナウイルス
感染症ワクチン集団接種会場で500枚配布
　�広告入りウエットティッシュを山口県の新型コロナワクチン感染症ワクチ
ン集団接種会場・山口市及び防府市のワクチン集団接種会場にて合計
20,000個配布等

①災害支援体制の整備・充実
・災害支援ナース新制度についての情報収集
・災害支援ナース登録システムの活用についての検討
・災害支援活動物品確認、整備

①災害支援ナース研修「基礎編」
　（災害支援ナースの第一歩～災害看護の基本的知識～）
　JNA収録DVD研修　R4.7.8～7.9　2日間　　受講者　40人、修了者　39人
②災害支援ナース「実務編」
　R4.10.17、23の2日間　　修了者31人
③災害支援ナースフォローアップ研修の企画
④災害支援ナースの新規登録準備
⑤災害支援ナース新制度および養成研修の情報収集

①山口県総合防災訓練へのオンライン参加
②災害支援物品の整備

①行政、医師会等の関係機関、JMAT等他団体との連携
②自衛隊艦艇等を活用した災害医療活動訓練への参加者の推薦

①災害支援委員会　6回（R4.4.14、7.28、9.13、11.4、12.19、R5.3.15）

①2022年度「看護の日・看護週間」イベント開催
　・�高校生を対象に「看護の日」トークイベントのパブリックビューイングを

開催　R4.5.9
　・進路相談を実施
②会員施設において県民を対象に看護の日・看護週間行事開催
　23施設　参加者4,700人
③ふれあい看護体験を学生等を対象として会員施設で開催
　3施設　参加者13人
④「看護の心」普及活動
　・リーフレット配布

①県内進学・仕事魅力発信フェアinやまぐち出展
　R5.2.14　高校生参加者99人
②やまぐち未来のしごとフェスタ出展
　R4.10.4～10.5　中学生参加者215人

4）�災害時の看護支援活動に関す
る事業
⑴�災害支援活動体制の整備、充
実

⑵�災害支援ナースの養成および
資質向上のための支援

⑶平常時の防災活動の推進

⑷�日本看護協会、関係機関、他
団体との連携および協働

⑸委員会

5）�「看護の日」及び「看護の心」
PR事業
⑴看護の日・看護週間行事開催

⑵看護のPR
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

※法人事業
①通常総会　R4.6.8
②理事会　　6回
③法人会員会　5回　
④代議員研修会　R4.5.14
⑤都道府県看護協会事務担当者会議　　開催なし
⑥都道府県看護協会政策責任者会議　R4.9.29
⑦会員情報管理情報交換会　R4.9.7　
⑧全国准看護師理事会議　　開催なし
⑨都道府県看護協会広報担当役員会議　R4.11.10
※公益事業
⑩全国職能別交流集会　R4.6.9　　　　　
⑪全国職能委員長会　R4.9.9
⑫地区別職能委員長会　R4.10.20・21
⑬訪問看護連絡協議会合同会議　R4.11.18
⑭ナースセンター事業担当者会議　R4.5.20
⑮全国看護基礎教育担当役員会議　R4.11.30
⑯都道府県看護協会災害看護担当者会議　　開催なし
　（災害支援ナース養成研修に関する説明会　R4.3.29）　
⑰都道府県看護協会看護労働担当者会議　R4.5.19
⑱都道府県看護協会医療安全担当役員会議　開催なし

協力の詳細については各事業計画を参照

③みらいWalker★UBE出展
　R4.9.28～9.29　中学生参加者234人
④職場体験
⑤進路相談

1）�日本看護協会との連携強化事
業
⑴諸会議への出席

⑵�日本看護協会が実施する事業
への情報提供並びに協力

5　公益社団法人日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業
（公益事業／法人事業）

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①本協会の目的に沿った事業を行う団体に対し会議室等を低廉な料金で賃貸　4件
②会員及び支部に対し会議室等を無料貸出　14件

1）研修会館の貸与事業
⑴公益目的使用への施設の貸与

6　施設の貸与に関する事業
（公益事業）
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  事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①相談支援センターの運営
　　相談件数：61件
　　内訳

分類 件数 分類 件数
就業関連の悩み 37 看護業務 2
進学・進路 �9 職場環境 6
学習（研究）支援 �1 その他 6

①支部活動の運営（※公益/収益等/法人）
②支部運営会議による協議　　3回　

①健全な財産管理、運用（※法人）
　会館・事務局運営

①通常総会（※法人）　R4.6.18
②理事会（※法人）　7回
　常務理事会（※法人）　5回
　監査会（※法人）　2回
③その他事業（各種会議）（※法人）
　・支部運営会議　3回
　・推薦委員会（※法人）　2回
　・県・支部推薦委員合同会議（※法人）　1回
　・選挙管理委員会　1回
　・他、各種会議（※法人）

①地域の政策力強化（※法人）
　・認定看護管理者会への参加

①名誉会員制の継続　新規
②各種表彰の候補者推薦
　叙勲、厚生労働大臣表彰、医療功労賞、日本看護協会名誉会員、
　日本看護協会長表彰、山口県優良看護職員知事表彰等
③山口県看護協会長表彰及び特別会長表彰の実施　4人表彰
④傷病見舞　5件、（罹災見舞、休業見舞）死亡弔慰金　2件等の支給
⑤会報「きらめき」を全会員へ配布
⑥レジャー施設入場支援
⑦レジャー施設等優待、割引

1）看護職への支援事業
⑴相談支援センター活動推進

2）支部活動事業
⑴支部活動の推進

3）組織運営に関する事業
⑴適正な財産運営

⑵各種事業運営

⑶�看護政策推進のための組織強
化事業

8　その他本会の目的を達成するために必要な事業
（公益／収益等／法人）

7　会員の福祉及び相互扶助に関する事業
（収益等事業）

1）�会員への福利厚生等に関する
事業
⑴福利・厚生事業
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

　・看護職員就業施設訪問
　・看護管理者会議によるネットワーク強化
②看護協会入会促進
　・入会促進用パンフレットの配布等による周知活動
　　R4.6月に、看護職が在籍するすべての施設に協力案内を送付
　・看護学校訪問　入学式・戴帽式・卒業式等　
　・看護学校卒業生への啓発活動　
　　�28校、1,300人に看護協会パンフレットを配布し、かんごちゃん紙クリ

ップを贈呈

①会報「きらめき」発布（※公益/収益等）
　・年3回全会員及び県内市町、各団体、未入会施設等へ資料配布
　・委員会活動、支部活動、ナースセンター情報等を掲載
②ホームページの更新、活用（※公益/収益等）
　・ホームページのリニューアル：常務理事会で協議
　・研修情報、委員会活動、支部活動、ナースセンター情報等を掲載

①会員増加の推進（※収益等/法人）
　・会員、非会員へ新着情報の随時広報
　・看護職賠償責任保険制度のPR、加入促進
　・�「山口県看護協会入会のご案内」「日本看護協会入会のご案内」「日本看護

協会事業案内」を入会希望施設、未入会施設に配布
②タイムリーな情報提供（※公益/収益等/法人）
　・逓送便　1回/月
　・印刷物等配布

①入学式・戴帽式・卒業式等出席（祝辞・祝文等）（※法人）
②見学・実習の受け入れ（※公益）
③卒業時に協会のPR（パンフレット等配布）（※法人）

①要望・事業提案（※法人）
　・行政機関、公益社団法人日本看護協会等
　・山口県看護連盟との連携
　　山口県看護協会・山口県看護連盟合同研修会　R4.12.24

①医療関係団体新年互例会（※法人）　R5.1.7
②研修会等の後援
③研修会等のチラシ配布、ホームページ掲載

�

4）広報活動事業
⑴拡広報活動

⑵各種情報提供

5）他団体との連携
⑴看護教育機関との連携

⑵看護関連政策の推進

⑶他団体との共催行事
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【新人研修】

研修名（テーマ） 開催日 受講者数
受講者内訳

会員受講者数 一般受講者数

専門職業人として求められるもの～看護って素
晴らしい！新人ナースの皆さんへのメッセージ～ 5/18（水） 84 67 17

【看護研究】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 一般受講者数

楽しくわかる！看護研究
「量的k研究と統計手法」（2日間）

7/1（金）、
7/2（土） 41 36 � 5

質的研究に挑戦！
～データ収集と分析について学ぶ～ 8/17（水） 38 37 � 1

【看護管理】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 一般受講者数

【オンライン講義】 中堅看護師にやる気を出させる
目標管理とコーチング 5/28（土） 48 47 � 1

苦手意識を克服
わかりやすいSWOT分析の手法を学び、

組織の理解を深めよう
令和5年�
1/14（土） 55 54 � 1

特定行為研修修了者の活用　
～マネジメントと仕組みづくり～　　延期

令和5年�
1/21（土）

令和5年度
に延期 �0 � 0

プレ管理者向け研修

リーダーシップに必要な要素について学ぼう
～統率力・率先力・コミュニケーション力～ 9/24（土） 63 63 � 0

令和４年度　一般教育研修実績報告

【自己教育】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 一般受講者数

論理的な「考え方」「話し方」のコツ 7/20（水） 83 82 � 1

社会人基礎力
～中堅編～ 7/28（木） 44 43 � 1

レジリエンスを高めよう 8/19（金） 36 34 � 2
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看護実践能力【ニーズをとらえる力】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 一般受講者数

フィジカルアセスメントの進め方 8/24（水） �41 38 3

現場で使える臨床推論 9/10（土） �24 24 0

高齢者看護に必要なアセスメントとケア
～多角的に捉えるポイント～ 11/8（火） �66 64 2

看護実践能力【ケアする力】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 一般受講者数

見過ごしてはいけない急変の徴候と対応 8/31（水） �83 � 77 6

現場で役立つ感染対策の基礎知識
～標準予防策・感染経路別予防策～ 6/22（水） �89 � 81 8

知っているけど出来ていない感染対策
～基礎からの乖離に気づきユニットでそれを埋めましょう～ 10/21（金） �63 � 63 0

【オンライン研修】 意外と知らない輸液のこと
～輸液管理に必要な基礎知識～ 11/30（水） �93 � 92 1

ハート先生の「ナースのための心電図教室」 10/13（木） 116 107 9

褥瘡ケアの基本と応用
～こんなときどうする？実践に活かすためのポイント～ 9/22（木） �108 � 94 14

現場で生かせる認知症看護の基本と実践 12/13（火） �38 � 37 1



― 35 ―

看護実践能力【協働する力】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 一般受講者数

【オンライン研修】
医療従事者の安全を支える
ノンテクニカルスキル

7/30（土）→1/25
（水）に変更 24 22 2

安全な薬剤の取り扱いについて 12/7（水） 81 81 0

知っておきたい福祉防災 8/27（土） 20 19 1

災害支援看護師って何するの？
～災害と災害支援ナースの役割について学ぼう 9/28（水） 30 30 0

看護実践能力【意思決定を支える力】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 一般受講者数

基礎から学ぶ看護倫理 6/30（木） 54 53 1

 一度でやらない！ひとりでやらない！
アドバンス・ケア・プランニング

令和5年�
1/28（土） 82 77 5

心不全のACP 12/9（金） 73 70 3

リーダーの倫理的意思決定 10/29（土） 48 47 1

リクエスト枠

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 一般受講者数

【オンライン講義】

その人の力を尊重する認知症ケア
の実践に向けて

～ ユマニチュードを取り入れた関
わり方を学ぶ～

10/8（土） 76 72 4
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岩国支部事業報告
� 支部長　白銀優子

活動目標 地域包括ケアにおける看護職間の連携強化
医療・看護・介護従事者との連携・ツールの課題を検討し改善する

評価と今後の課題 在宅療養支援を柱に多職種連携を中心とした活動を実施し、訪問、病院、行政との連
携が深まった。また、連携ツールは市のホームページからダウンロード可能となり活
用の幅が拡大されている。
今後の課題として、連携ツールの活用を更に身近なものにしていきたい。

支部集会 日　時：R4.7.9（土）　13：30～15：30
会　場：　岩国市福祉会館　3階小ホール　　（役員のみ規模縮小開催）
支部会員数：515人　出席者数：32人　委任状提出者数：366人

事業項目 事業内容

１　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）一般教育研修：支部研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中止
2）職能研修：岩国市医師会コ・メディカル研修会　　
　R4.11.17（木）在宅療養支援のための看護職連携研修
　「ときどき入院。ほぼ在宅」地域への取り組みに向けた多職種研修会
　ファシリテータ　いしいケアクリニック　院長　原田唯成
　定員50人（規模縮小開催）：出席者50人　事例検討・グループワーク
3）支部合同看護マネジメント研究会（開催地　柳井市）　�
　R5.2.4（土）開催場所：柳井医療センター
　参加者合計：85人　（柳井：26人、岩国：30人、周南：29人）　10演題　

２　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）働き続けられる職場づくり支援
　看護管理者ネットワーク会議に参加による情報共有

３　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護の日及び看護週間行事、国際助産師の日の開催
　まちの保健室で実施、各施設で実施
2）「いいお産の日」啓発事業　　　未実施
3）まちの保健室開催　　R4.12.18（日）　
　フレスタモールガジル広場：山口県赤十字献血センター献血車周辺
　健康維持に関するリーフレット200セット配布
4）在宅療養支援のための看護職連携推進研修検討会、2回研修会、1回　

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）表彰者推薦事業　　　
2）看護職交流会　　　　未実施

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部活動の充実　
　⑴地域会議への出席（支部長他）　⑵看護学校入学、卒業式祝電
2）支部集会　1回　
3）支部役員会5回開催（R4.5月、7月、8月、12月、R5.5月）
4）支部委員会　
　⑴職能委員会6回　⑵教育委員会6回　⑶推薦委員会2回　開催
　⑷選挙管理委員会1回　開催
5）広報活動　　⑴県協会報「きらめき」⑵県協会ホームページへの投稿　　

令和 4年度　支部事業報告
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柳井支部事業報告
� 支部長　大東美恵

活動目標 1）地域における看護職の連携強化、看護の質の向上
2）支部活動を通して、親睦、情報交換の場とする。
3）「まちの保健室」の活動を通して、地域住民の健康福祉に寄与する。

評価と今後の課題 まちの保健室は、新型コロナウイルス感染第7波のため対面による通常開催は中止。地
域住民に健康への啓発が促進できるような代替案を検討中。支部集会及び支部集会前
の特別講演は、人数制限しつつも会員現地参集で開催できた。3支部合同看護マネジメ
ント研究会は、3年ぶりに規模は縮小したものの対面開催できた。在宅療養支援のため
の看護職の連携推進研修における柳井支部訪問看護ステーション等見学実習は、計4人
の実習生が4施設で実施できた。

事業項目 事業内容

１　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）学会等学術振興に関する事業　
　⑴�3支部合同看護マネジメント研究会　R5.2.4（土）13：00～17：00　85人参加

２　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職への支援事業
　⑴働き続けられる職場づくり支援
　　①�県協会労働環境支援委員会研修参加への働きかけやコロナ禍の看護職支援のメ

ンタルヘルス相談の活用への働きかけ

３　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」及び「看護週間」PR事業
　⑴看護の日及び看護週間行事の開催　　
　　①各施設で状況に応じて実施
2）健康相談・啓蒙等の事業
　⑴まちの保健室　　　　　　
　　①�地域住民に健康への啓発が促進できるような代替案としてR4.7.2に柳井ゆめタウ

ンで手指衛生のリーフレットと看護協会のノベルティグッズを100人に配布。
　　　対面式での町の保健室は開催中止。
　⑵国際助産師の日事業
　　①各施設で状況に応じて実施
　⑶進路相談
　　①各施設で実施
3）在宅療養支援のための看護職連携推進研修
　⑴検討会1回目R4.9.22、2回目R5.2.1実施。　
　⑵研修会は訪問看護ステーション等見学実習とし、計4人の看護師が4施設で実習した。

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）表彰候補者の推薦
　⑴県協会への協力
2）その他の事業
　⑴支部集会前研修→7/2（土）講演会「基本的な口腔ケア」　出席者42人
　講師：周防大島町立大島病院　摂食嚥下障害看護認定看護師　捧　涼子氏

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）�支部活動の充実　
　⑴�地域会議への出席　令和4年度柳井医療圏地域医療構想調整会議会（対面）及び地域

密着型サービス運営委員会（書面）開催参加
　⑵柳井保健医療圏看護管理者域情報交換会（WEB会議）有志4施設で11月24日実施
　⑶看護学校4校　入学式・卒業式祝電
2）支部集会　R4.7.2（土）　出席者42人　委任状441人
3）支部役員会　　予定通り5・6・9・12・3月の計5回開催。
4）�支部委員会⑴職能委員会⑵教育委員会⑶推薦委員会⑷選挙管理委員会　予定通り開
催
5）広報活動　⑴県協会広報「きらめき」への投稿⑵県協会ホームページへの投稿
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周南支部事業報告
� 支部長　山本美紀

活動目標 1）会員の看護の質の向上を図る
2）会員相互の親睦を図り、地域や多職種との連携を深める

評価と今後の課題 新型コロナウイルス感染症の影響により、事業が継続できるような方法を検討してい
き、初のオンライン研修を開催することができた。在宅療養支援のための看護職推進
研修会では3年ぶりの対面式研修会で高評価の意見が多く聞かれた。今後は、withコロ
ナとして事業の継続ができるように検討していきたい。

事業項目 事業内容

１　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）看護教育に関する事業
　⑴一般教育研修
　　①教育・職能委員会合同研修会　　
　　　「褥瘡ケア～外用薬の選び方と使い方～」
　　　R4.11.26ハイブリット　参加者：83人
2）学会等学術振興に関する事業
　⑴3支部合同看護マネジメント研究会（開催担当：柳井支部）
　　R5.2.4　参加者：85人

２　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職への支援事業
　⑴働き続けられる職場づくり支援
　　県協会労働環境支援委員会の研修会参加への呼びかけ

３　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」及び「看護の心」PR事業
　⑴各施設で日時を決定して実施、ポスター掲示及びグッズの配布
2）健康相談・啓蒙活動の事業
　⑴まちの保健室　　行政機関と連携しグッズ・リーフレット配布　4回
　⑵国際助産師の日事業　中止
　⑶在宅療養支援のための看護職連携推進研修　
　　①検討会　3回　②研修会　R5.1.28参加者：29人

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）会員への福利厚生等に関する事業
　⑴その他の事業　管理者交流会　中止

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部集会R4.7.23出席者：17人　委任状：1807人
2）支部役員会　6回（うち1回　書面）
　支部委員会　職能委員会　5回　教育委員会　6回　推薦委員会　1回
　選挙管理委員会　1回
3）広報活動　
　⑴「きらめき」へ投稿
4）地域会議への出席　11回（地域構想調整会議　コロナ感染症対策　在宅医療他）
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防府支部事業報告
� 支部長　杉山真弓

活動目標 地域包括ケアをすすめる看護職の連携強化

評価と今後の課題 　新型コロナウィルスの影響で活動の制限が継続していた。まちの保健室が対面での
対応ができないため、代替案にて活動を行った。
　感染状況を見ながら、在宅療養支援のための看護職連携推推進の強化研修会は開催
ができたが、感染拡大により中止にせざるを得ない研修会もあった。
　次年度は、新たな取り組みとしてＳＮＳの活用を行い、活動の拡大を図りたい。

事業項目 事業内容

１　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）教育委員会
　�教育研修会　R5.2.18「アナフィラキシーについて」新型コロナウィルス拡大にて延期
（Ｒ5年度の開催予定）
2）職能委員会
　R4.11.15�在宅療養支援のための看護職連携推推進の強化と合同研修会開催

２　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職への推進事業
　⑴働き続けられる職場づくり支援
　　①県協会労働環境支援委員会の研修参加への働きかけ

３　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護の日」及び「看護の心」ＰＲ事業
　⑴看護の日及び看護週間行事の開催
　　①イオン防府店内での看護の日ＰＲ及び健康相談を実施　中止�　代替案を計画中
2）健康相談・啓蒙等の事業
　⑴�まちの保健室開催　中止　　【代替案】イオン防府店内にパンフレット、リーフレ

ット設置（Ｒ4.12.19～12.25）
　⑵進路相談・看護職の就労支援　中止　代替案を計画中
3）在宅療養支援に係る看護職連携推進の強化
　⑴検討会3回　（オンライン1回、対面2回）　
　⑵�研修会1回　Ｒ4.11.15「住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らし続けるために

は～へき地医療の経験から～」講師：山口県山口健康福祉センター防府保健所　所
長　原田昌範先生

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）会員の福利厚生等に関する事業
　⑴表彰候補者の推薦　　①県協会へ協力
　⑵その他の事業　　①親睦会　検討中

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部役員会　7回　開催
2）支部委員会　⑴職能委員会　3回　⑵教育委員会　3回
　　　　　　　⑶推薦委員会　2回　⑷選挙管理委員会　1回
3）広報活動　⑴県協会報「きらめき」への投稿　
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山口支部事業報告
� 支部長　口羽理恵

活動目標 1）地域包括ケアにおける看護力の向上と連携強化を図る
2）地域活動により地域住民の健康増進活動を推進する

評価と今後の課題 新型コロナウイルス感染拡大により、活動目標は未達成であった。
次年度は、徐々に支部活動の拡大に向けて取り組む必要がある。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）一般教育研修
　⑴教育委員会
　　①教育委員会企画研修会　未実施
　⑵看護研究指導　1施設　未実施

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職への支援事業
　⑴働き続けられる職場づくり支援
　　①県協会主催の事業への協力
　⑵看護職の人材確保・就業支援
　　①看護学校との情報交換と地域の高校生等への就業支援
　　　�アピール動画作成（中高生対象）は、看護学校へのアンケート依頼を準備中であ

る。ポスターの作成は未実施

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護の日及び看護週間行事開催　　　　　　　　　未実施
2）「まちの保健室」開催　　　　　　　　　　　　　　未実施
3）「国際助産師の日」事業「いいおさんの日」イベント　未実施
4）進路相談実施　（各施設・まちの保健室）　　　　　未実施
5）地域連携推進委員会企画研修会　　　　　　　　　未実施
6）在宅療養支援のための看護職連携推進研修検討会　未実施
　在宅療養支援のための看護職連携推進研修会　　　未実施

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）講演会（支部集会後）　　未実施

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部組織強化に関する事業
　⑴支部活動の充実
　　①地域会議への出席　8回
　　②看護学校関連事業参：祝電（戴帽式・卒業式・入学式）
2）組織運営に関する事業
　⑴支部役員会　4回
　⑵支部委員会
　　①職能委員会　　　　　4回
　　②教育委員会　　　　　4回
　　③推薦委員会　　　　　4回
　　④地域連携推進委員会　4回
　　⑤選挙管理委員会　　　3回
3）広報活動事業
　⑴県協会「きらめき」への投稿
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宇部支部事業報告
� 支部長　牟田薫

活動目標 地域包括ケアにおける看護力の連携と強化

評価と今後の課題 支部集会及び教育研修は感染対策を徹底し開催することができたが、教育研修の参加
者は少なかった。感染状況を見ながら会員のニーズに沿った研修を企画していきたい。
対面での健康相談・啓発等の事業（まちの保健室）に代わり健康に関するパンフレット
を配布したが、好評であった。引き続き効果的な方法を検討する。

事業項目 事業内容

１　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）一般教育研修
　⑴支部教育研修会（教育職能合同）
　　①R4.7.23：「摂食嚥下障害とは　看護のきほん」
　　　講師：山口大学医学部付属病院　
　　　　　　中村由子　摂食・嚥下障害認定看護師
　　　出席者：　39人　
　　②R4.11.12：「実践できる、できる！気持ちに寄り添う認知症看護」
　　　講師：宇部リハビリテーション病院
　　　　　　児玉悦子　認知症看護認定看護師
　　　出席者：14人

２　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

県協会主催事業への協力

３　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護の日及び看護の心PR事業
　⑴�各施設で看護の日及び看護週間行事を新型コロナウイルス感染予防対策を徹底し

て実施
2）健康相談・啓発等の事業
　⑴まちの保健室・助産活動：今年度開催中止
　　�10月～3月：健康手帳等とマスクをセットしたものを保健センターとフジグランの

宇部市の健康ブースに配置（計350セット）
3）在宅療養支援に係る看護職の連携推進の強化（小野田支部と合同）
　医療圏別訪問看護実践研修検討会
　第1回検討会　R4.6.4　出席者8人
　第2回検討会　R4.10.14　出席者10人
　第3回検討会　R5.2.10　出席者8人

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）会員への福利厚生等に関する事業
　⑴教育職能合同研修会：R4.7.23（土）　　教育委員と合同で実施
　　①R4.7.23：テーマ「摂食嚥下障害とは　看護のきほん」
　　　講師：山口大学医学部付属病院　
　　　　　　中村由子　摂食・嚥下障害認定看護師
　　　出席者：　39人　

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部役員会　6回開催（うち1回は書面会議）
2）支部委員会　教育委員会　5回
　　　　　　　推薦委員会　１回
3）支部集会　R4.7.23（土）　　出席者：15人　　委任状：1828人
4）その他
　⑴看護学校入学式・卒業式祝電、戴帽式出席
　⑵地域会議への出席
　　①新型コロナウイルス感染症対策圏域会議　　R4.4.21�オンライン会議
　　②宇部市防災会議　R4.5.24
　　③宇部・小野田医療圏地域医療構想調整会議　　R4.6.17　書面開催
　　④新型コロナウイルス感染症対策圏域会議　　R4.9.16�オンライン会議
　　⑤新型コロナウイルス感染症対策圏域会議　　R4.10.27�オンライン会議
　　⑥宇部・小野田医療圏地域医療構想調整会議　R4.11.29�オンライン会議
　　⑦宇部・小野田医療圏地域医療構想調整会議　R5.2.9　オンライン会議
　⑶広報活動
　　①県協会「きらめき」へ投稿
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小野田支部事業報告
� 支部長　土井直子

活動目標 地域における看護職の連携強化と看護力の向上

評価と今後の課題 新型コロナウイルス感染症拡大防止で、延期や中止となるものもあった。教育研修会は、
企業の共催をせず、病院の施設がホストとなり実施したが、慣れないことも多く、個
人登録者が参加できないこともあった。オンラインは、自宅でも参加できメリットも
大きいが、その点では、課題が残る。地域の動画投稿参加では、編集作業に時間を要
したが、音楽を含め著作権の問題等で作成どおりにいかず、満足が得られない結果と
なった。対面による事業内容を実施可能な方法に計画を修正変更して今後も取り組む
ことが課題である。

事業項目 事業内容

１　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）一般教育研修　1回（教育委員会）
　R5.2.9（木）17：30～18:20
　「せん妄～薬物療法と非薬物療法について～」
　講師：山口労災病院　認知症看護認定看護師　原川真由美先生
　受講者：116人（参加施設9施設・個人登録15人
　　　　　　　　　　　　アンケート回答数、その他4人含む）

２　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職の健康増進促進事業
　�「SOS健康フェスタ」に感染予防のための手指衛生、看護職の写真、展示ブース設置（健
康手帳リーフレット等）

３　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」行事：中止
2）「国際助産師の日」/「いいお産の日」行事：中止
3）「まちの保健室」：中止
4）�山陽小野田市「第13回ＳＯＳ健康フェスタ」のオンラインイベントへ動画を投稿
（YouTubeでイベント期間中配信）
　動画内容：感染予防のための手指衛生、看護職の写真、展示ブース設置
5）看護体験実施�：�実施可能な施設で実施
6）在宅療養支援に係る看護職の連携推進強化事業（宇部支部と合同）
　⑴検討会�3回
　⑵在宅療養支援のための看護職連携推進研修　実施せず

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

支部交流会中止

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部集会　Ｒ4.7.23（土）�出席者　18人　　委任状　532人
2）支部役員会　5回
3）支部委員会
　⑴教育委員会　4回
　⑵職能委員会　4回
　⑶推薦委員会　2回
　⑷選挙管理委員会　1回
4）支部活動の充実
　⑴地域会議への出席　（オンライン会議・書面会議含む）
　　①山陽小野田市健康づくり推進協議会　1回
　　②宇部・小野田医療圏地域医療構想調整会議　（オンライン会議2回）
　　③山陽小野田市在宅・医療介護連携推進協議会　3回
　　④山陽小野田市在宅・医療介護連携推進協議会連携システム部会　2回
　　⑤宇部・小野田保健医療圏　圏域会議　1回
　　⑥新型コロナウイルス感染症対策圏域会議　1回
5）広報活動
　⑴県協会報「きらめき」のへ投稿
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長門支部事業報告
� 支部長　石井恵子

活動目標 地域包括ケアにおける看護職の連携を強化する
地域ケアサービスにおいて地域住民の健康増進活動を推進する

評価と今後の課題 新型コロナウイルス感染症は、令和5年5月～「5類」への引き下げ予定であるが、支部
内においては、クラスター対応に追われている状況がある。支部活動においても、集
合しての活動は控えており、オンラインの活用などにより、様々な活動をどう展開し
ていくか模索しながらの1年であった。長引くコロナ禍において、会員相互の交流会等
も開催できない状況であり、課題である。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）�看護教育　　12月（医療職にとって求められる基礎的マナーと危機的状況…146人）・
3月（看護実践のためのリフレクショントレーニング…100人）
2）学会等学術振興に関する事業
　⑴支部看護研究指導　R4.7.15（金）・11.25（金）オンラインにより実施
　⑵支部看護研究発表会　R5.3.17（金）17:45～19:00　3年ぶりに開催
　　　　オンライン開催　6題発表　61人参加

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業　（公益事業）

1）働き続けられる職場づくり支援
　焼き菓子+「看護職のあなたのストレスコーチング」のリーフレット等を配布
2）�看護管理者会議　長門市内の病院・施設等の看護管理者会議と在宅療養支援に関す
る研修　R4.12.2（金）　12人参加　　　

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」および「看護の心」　
　看護の日・看護週間に、各施設で実施
　長門市ケーブルテレビにおいて、「熱中症予防」についてクイズ形式で出演
2）まちの保健室　市内ふるさと祭り等の中止に伴い、自粛
3）国際助産師の日事業　　　　自粛
4）在宅療養支援のための看護職連携推進研修事業
　R4.8月　検討会（書面会議）　　　　R4.10.28（金）防災対策　28人　
　R4.11.11（金）感染対策　31人　　�R4.12.2（金）訪問看護　12人

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

地域の看護職員交流会　　実施見合わせ　　支部会員238人に対し、焼き菓子+「看護職
のあなたのストレスコーチング」のリーフレット+「マスクの下は笑顔」メッセージカー
ド+折り紙・羽ばたく鶴とちょうちょ　を配布

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部集会　　R4.7.21（木）　会場2か所でオンラインにより開催　
　　　　　　　参加9人+委任状200人
　⑴地域会議への出席　　・R4.7.8　長門市高齢者保健福祉推進会議
　　・R4.8.25　健幸ながと21推進協議会　�・R4.9.21　長門市自殺対策推進協議会
　　・R4.10.16��長北医学会　・R5.2.13　長門医療圏地域医療構想調整会議
　　・R4.3.13　ながと健幸百寿プロジェクト専門会議　�����
2）支部役員会　　　　　　　　R4.4.28実施
3）広報活動　　　⑴県協会　「きらめき」への投稿　　9月
　　　　　　　　⑵支部広報誌「ふれあい」　7月発行
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萩支部事業報告
� 支部長　田中好江

活動目標 1）地域包括ケアにおける看護職の連携強化と課題解決に取り組む
2）看護職として地域活動を通じ地域住民の健康向上に貢献する

評価と今後の課題 コロナ禍において、いかに感染対策を講じながら、活動していくかを役員会の中で協
議し実施した。まちの保健室では、3年ぶりに開催されたふるさと祭りにおいて、対面
ではないが、会場にてチラシ等を置き実施できた。
また、合同研修会においても、オンラインにて実施し、研修会終了後に会員の交流及
び福利厚生を目的とした渉外活動もオンラインにて実施できた。
次年度は、さらに地域へ支部活動が発信し展開してけるようにと考えている。

事業項目 事業内容

１　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）一般教育研修
　⑴教育委員・職能委員の合同研修会　1回
　　R5.3.25　オンラインにて開催
　　テーマ：予測不能な時代に必要なレジリエンス
　　　　　　　～しなやかに心を育てる～
　　講師：オフィスナースナレッジ代表　江口智子先生
　　参加者：36名

２　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）県協会主催事業への協力

３　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護の日及び看護週間行事の開催
　⑴各施設で日程設定し実施　各施設で実施
2）まちの保健室開催　　3回実施
3）国際助産師の日事業
　萩ふるさとまつりのまちの保健室と同時開催　中止
4）在宅療養支援に係る看護職の連携推進の強化事業
　⑴研修会に参加：1回　
5）進路相談
　⑴各施設で実施
6）その他の事業
　⑴地域行事での救護協力　特になし

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

支部交流会・親睦会　
R5.3.25、合同研修会後にオンラインにて開催　参加者：158人

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部集会　R4.7.29　
2）支部役員会　6回開催
3）3職能合同会議　4回開催
4）渉外・広報委員会　2回開催
5）広報活動　　　県協会報「きらめき」への投稿
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下関支部事業報告
� 支部長　小山亜弥

活動目標 地域包括ケアに求められる看護力の強化と連携
　1）地域教育ネットワーク（認定マップ）を活用する
　2）臨床現場の看護実践能力の底上げを行う

評価と今後の課題 コロナ禍にあり、研修会や地域のイベント等実施できていない状況である
地域の状況や会員の要望等を踏まえ、今後の活動を検討していきたい

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）一般教育研修会（教育委員会主催）　　ハイブリッド方式、33人参加
　⑴R4.3.8「高齢者のフィジカルアセスメント～不調のサインを見逃すな～」

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）働き続けられる職場づくり支援・・県協会主催事業への協力
2）看護職の人材確保・就業支援→未実施
　⑴看護の日記念イベント時に、学生や未就業者に対して進路・就業相談
　⑵各施設の職場体験等で、進路相談を実施し就業促進を行う
　⑶市内への就業促進目的として、看護学校との情報交換を行う

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」「国際助産師の日」PR事業（下関地区・豊浦地区）
　⑴各施設で看護の日及び看護週間行事の開催
　⑵R4.521「看護の日」記念イベント、「国際助産師の日」記念事業合同開催
2）健康相談・啓発等の事業
　⑴まちの保健室開催：（下関地区・豊浦地区）年9回→未実施
　⑵�地域行事での救護協力予定（R4.10.29・30日本遺産フェスティバルin関門4人、

R4.11.6海峡マラソン32人、R4.11.20歴史ウォーク1人）
3）�在宅療養支援のための看護職連携推進研修
　⑴検討会�R4.6.30、9.30、R5.1.31
　⑵研修会R4.1130「認知症高齢者の在宅療養をどう支えるか」41人参加

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）会員への福利厚生
　⑴研修会（職能委員会主催）
　　R4.4.22「高齢者施設における新型コロナウィルス感染症」59人参加
　⑵会員交流会→未実施

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部活動の充実
　⑴支部役員会　R4.6.6、7.22支部集会、8.30、10.14、11.30、R5.130、3.20
　⑵支部委員会　①職能委員会　R4.11.25、R5.1.17
　　　　　　　　②教育委員会R4.10.5、11.16、R5.1.31、3.1、3.8
2）支部組織強化
　⑴地域会議への出席
　　①R5.2.2　下関市防災会議　②R5.3.2　下関医療対策協議会
　⑵広報活動　①県協会報「きらめき」への投稿（10月）
　　　　　　　②県協会ホームページへの投稿
　⑶訪問看護ステーション協議会や看護学校、地域医療に携わる看護職、
　　特に未加入施設に研修会参加や看護協会入会を積極的に働きかける
　　→未実施


